
第
五
節
　
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
進
展
と
観
光
の
質
的
向
上

一　

国
内
の
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
と
県
内
観
光
の
動
向

国
内
の
マ
ス
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
展
開

マ
ス･

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
そ
れ
ま
で
富
裕
層
に
限
ら
れ
て
い
た

観
光
旅
行
が
大
衆
化
し
て
、
大
量
の
観
光
者
が
発
生
す
る
現
象
を

い
う
。
国
内
観
光
に
お
い
て
も
、
昭
和
三
十
年
代
に
入
っ
て
、
国
民
の
生
活
も
安
定
し
、

生
活
に
ゆ
と
り
が
出
て
く
る
に
つ
れ
て
、
観
光
は
大
衆
化
し
、
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
到

来
し
た
。

　
我
が
国
の
経
済
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
驚
異
的
な
高
度
成
長
を

遂
げ
た
。
昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年
秋
の
石
油
危
機
後
の
四
十
九
年
度
は
マ
イ
ナ
ス

成
長
（
△
〇
・
五
％
）
を
経
験
し
た
が
、
そ
の
後
、
石
油
危
機
に
よ
る
不
況
か
ら
脱
し
、

五
十
年
代
の
実
質
国
内
総
生
産
は
概
ね
三
～
五
％
程
度
の
伸
び
で
推
移
す
る
安
定
成
長
期

を
迎
え
た
。
一
人
当
た
り
の
国
民
所
得
も
、
昭
和
三
十
五
年
度
の
一
八
万
円
が
四
十
八
年

度
に
は
一
〇
九
万
円
と
一
〇
〇
万
円
を
超
え
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
入
り
、
そ
の
伸
び
は

高
度
経
済
成
長
期
ほ
ど
高
く
は
な
い
も
の
の
、
相
当
程
度
の
伸
び
を
み
せ
、
五
十
五
年
度

に
は
二
一
二
万
円
と
二
〇
〇
万
円
を
超
え
た
。
ま
た
、
週
休
二
日
制
の
労
働
者
の
割
合
も
、
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昭
和
四
十
五
年
は
一
七
・
九
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
五
十
四
年
に
は
七
二
・
三
％
と
大
幅
に
増
加
し
、
自
由
時
間
の
増
加
に

つ
な
が
っ
た
。

　
加
え
て
、
昭
和
四
十
五
年
の
大
阪
万
国
博
覧
会
（
以
下
、
大
阪
万
博
）
開
催
を
契
機
と
し
て
、
レ
ジ
ャ
ー
・
余
暇
生
活
に
力
点

を
置
く
と
い
う
国
民
が
増
加
し
た
。
総
理
府
推
計
の
国
民
の
宿
泊
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
量
（
一
年
間
の
延
べ
人
数
・
回
数
）

を
み
る
と
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
六
〇
〇
〇
万
人
回
で
あ
っ
た
が
、
五
十
四
年
は
一
億
六
三
〇
〇
万
人
回
に
達
し
て
い
る
。

　
国
内
観
光
が
量
的
に
拡
大
す
る
中
、
旅
行
の
形
態
は
、
団
体
旅
行
か
ら
家
族
旅
行
へ
、
鉄
道
旅
行
か
ら
マ
イ
カ
ー
旅
行
へ
と

変
化
し
、
ま
た
、
宿
泊
観
光
先
で
の
行
動
も
、
従
前
か
ら
ウ
エ
イ
ト
の
高
い
自
然
観
賞
、
温
泉
に
加
え
、
遺
跡
・
文
化
財
鑑
賞
、

寺
社
参
詣
、
海
水
浴
等
（
水
泳
、
ヨ
ッ
ト
）、
登
山
・
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
行
動
型
の
も
の
が
増
加
し
た
。
国
内
観
光
は
、
そ
の
需

要
の
内
容
が
変
化
し
つ
つ
も
拡
大
し
、
マ
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実
現
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
人
々
が
観
光
と
い
う

楽
し
い
経
験
を
す
る
一
方
で
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
う
自
然
環
境
へ
の
悪
影
響
、
文
化
資
源
の
破
壊
な
ど
の
問
題
も
表
面
化
し

て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
世
界
的
に
も
、「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
も
う
一
つ
の
観
光
）」
や
「
サ
ス
テ
イ
ナ

ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
持
続
可
能
な
観
光
）」
と
い
う
概
念
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
観
光
の
望
ま
し
い
在
り
方
を
模
索

す
る
こ
と
に
な
る
。

県
内
観
光

の
動
向

兵
庫
県
は
、
日
本
海
～
中
国
山
地
～
瀬
戸
内
海
～
太
平
洋
と
多
様
な
自
然
条
件
を
背
景
と
し
て
、
多
彩
で
豊
か

な
文
化
・
歴
史
が
育
ま
れ
て
き
た
。
表
33
の
と
お
り
、
昭
和
五
十
四
年
時
点
に
お
い
て
も
、
県
土
の
至
る
と
こ

ろ
に
観
光
資
源
を
有
し
て
い
る
。

　
自
然
公
園
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
、
山
陰
海
岸
国
立
公
園
や
氷
ひ
ょ
う

ノの

山せ
ん

後う
し
ろ

山や
ま

那な

岐ぎ

山さ
ん

国
定
公
園
を
は
じ
め
、
三
つ
の
海
中
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公
園
（
豊
岡
、竹
野
、浜
坂
）、

一
一
の
県
立
自
然
公
園

（
多
紀
連
山
、
猪
名
川
渓
谷
、

清
水
東
条
湖
、
朝
来
群
山
、

音
水
深
林
、
但
馬
山
岳
、
西

播
丘
陵
、
出
石
糸
井
、
播
磨

中
部
丘
陵
、
雪
彦
峰
山
、
笠

形
山
千
ヶ
峰
）
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
県
立
の
都
市
公
園
は
、舞
子
公
園
、

明
石
公
園
、
甲
山
森
林
公
園
、
播
磨
中
央
公
園
を
整
備
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
三
名
湯
の
有
馬
温
泉
や
、
城
崎
温
泉
、
湯
村
温
泉
な
ど

約
三
五
の
温
泉
の
ほ
か
、
田
能
遺
跡
、
大
中
遺
跡
な
ど
の
遺
跡
、
姫
路

城
、
竹
田
城
跡
、
出
石
城
跡
、
西
宮
神
社
、
鶴
林
寺
、
一
乗
寺
、
斑
鳩
寺
、
達
身
寺
、
伊い

弉ざ

諾な
ぎ
神
宮
な
ど
の
社
寺
、
室
津
、
龍

野
、
篠
山
な
ど
の
町
並
み
、
あ
る
い
は
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
り
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
な
ど
の
民
俗
芸
能
、
行
祭
事
な
ど
特
色
あ
る
資

源
を
多
数
有
し
て
い
る
。
主
な
遊
園
地
と
し
て
は
、宝
塚
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
（
宝
塚
市
。
宝
塚
ル
ナ
パ
ー
ク
と
し
て
大
正
十
三
（
一

九
二
四
）
年
開
園
、
平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
閉
園
）
の
ほ
か
、
阪
神
甲
子
園
パ
ー
ク
（
西
宮
市
。
甲
子
園
娯
楽
場
と
し
て
昭
和
四
年

開
園
、
平
成
十
五
年
閉
園
）、
東
条
湖
ラ
ン
ド
（
東
条
町
（
現
加
東
市
）。
昭
和
四
十
四
年
開
園
、
平
成
十
二
年
閉
園
、
現
在
は
東
条
湖
お

も
ち
ゃ
王
国
）
が
あ
り
、
家
族
の
行
楽
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
。

写真166　湯村温泉（昭和 50 年頃）

表33　県内の主なレクリエーション施設

地域
区分 阪神 東播 西播 但馬 丹波 淡路 県 計

自然休養村 1 1 2 1 1 6
青少年旅行村 1 2 3
海水浴場 1 10 17 23 51
潮干狩り場 8 2 10
スキー場 2 16 18
公　園 21 14 16 3 1 5 60
遊園地 7 2 1 10
動物園 1 3 1 5
植物園 5 1 6
水族館 1 1 1 3
ヨットハーバー 2 1 1 1 2 7

計 40 18 42 43 2 34 179
（『兵庫県産業雇用構造ビジョン』より作成）
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宿
泊
施
設
と
し
て
は
、一
三
の
国
民
宿
舎
と
南
淡
路
国
民
休
暇
村（
南
淡
町（
現

南
あ
わ
じ
市
）。
昭
和
三
十
八
年
開
設
。
現
休
暇
村
南
淡
路
）
や
一
一
県
立
宿
泊
施
設

を
は
じ
め
、
約
二
八
〇
〇
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
た
新
た
な
観
光
資
源
も
あ
る
。
神
戸
市
北
野
の
異
人
館

は
、
昭
和
五
十
二
年
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
風
見
鶏
」
を

き
っ
か
け
に
、
神
戸
市
が
異
人
館
を
借
り
上
げ
一
般
公
開
し
た
こ
と
が
、
そ
の

後
の
観
光
地
化
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
六
年
に
放
送
さ
れ
た
「
夢

千
代
日
記
」
や
五
十
七
年
七
月
の
皇
太
子
夫
妻
の
来
訪
に
よ
り
、
湯
村
温
泉
の
知
名
度
が
全
国
的
に
高
ま
っ
た
。
温
泉
町
史
に

よ
る
と
、
湯
村
温
泉
へ
の
観
光
客
数
は
昭
和
五
十
五
年
の
二
四
万
六
〇
〇
〇
人
か
ら
六
十
年
に
は
三
二
万
人
に
増
加
し
た
と
あ

り
、
非
常
に
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
な
お
、
交
通
網
の
整
備
も
進
捗
し
、
道
路
で
は
、
昭
和
四
十
五
年
の
大
阪
万
博
開
催
前
に
、
阪
神
高
速
道
路
神
戸
線
、
第
二

神
明
道
路
、
加
古
川
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
た
ほ
か
、
五
十
年
に
は
中
国
縦
貫
自
動
車
道
の
県
内
区
間
全
線
が
開
通
し
た
。
鉄
道

で
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
山
陽
新
幹
線
（
新
大
阪
―
岡
山
間
）
が
開
通
し
た
ほ
か
、
東
海
道
・
山
陽
線
の
複
々
線
化
や
福
知
山
線

の
複
線
化
な
ど
が
推
進
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
に
お
い
て
、
観
光
客
の
入
込
数
な
ど
の
統
計
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
、
各
市
町
が
管
内
の
観
光
施
設
及
び
交
通

機
関
等
の
協
力
を
得
て
調
査
し
た
も
の
を
県
が
集
計
を
始
め
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
観
光
総
入
込
数
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
の

四
八
九
四
万
人
が
、
五
十
四
年
度
は
七
〇
九
二
万
人
と
約
一
・
四
倍
に
な
っ
た
。
日
帰
り
客
は
、
地
域
別
で
は
、
阪
神
で
減
少

写真 167　風見鶏の館（神戸市提供）
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し
た
が
、
播
磨
、
丹
波
、
淡
路
で
大
幅
に
増
加
し
、
全
県
で
は
昭
和
四
十
六

年
度
の
四
一
三
九
万
人
が
、
五
十
五
年
度
は
五
七
八
七
万
人
と
一
・
四
倍
と

な
っ
た
。
宿
泊
客
は
、
阪
神
、
丹
波
で
大
幅
に
増
加
し
、
全
県
で
は
四
十
六

年
度
の
七
五
八
万
人
が
、
五
十
四
年
度
は
一
三
〇
五
万
人
と
一
・
七
倍
と
な

り
、
日
帰
り
客
の
伸
び
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

　
ま
た
、
利
用
交
通
機
関
別
の
状
況
を
み
る
と
、
道
路
交
通
網
整
備
の
進
展

に
伴
い
、
貸
切
バ
ス
利
用
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
の
六
三
八
万
人
が
、
五
十

四
年
度
は
一
〇
七
五
万
人
と
約
一
・
七
倍
、
ま
た
、
自
家
用
自
動
車
の
保
有

台
数
の
増
加
も
相
ま
っ
て
、
自
家
用
自
動
車
利
用
も
、
四
十
六
年
度
の
一
二

九
二
万
人
が
、
五
十
四
年
度
は
一
九
〇
七
万
人
と
約
一
・
五
倍
と
な
り
、
鉄

道
・
路
線
バ
ス
利
用
の
伸
び
（
約
一
・
二
倍
）
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

二　

観
光
の
質
的
向
上
へ
の
取
組

国
の
本
格
的
な

観
光
政
策
の
推
進

国
で
は
、
昭
和
三
十
年
に
運
輸
省
に
観
光
局
を
設
置
し
、
国
民
の
健
全
な
観
光
旅
行
を
推
進
す
る
た
め
、

本
格
的
な
観
光
政
策
の
取
組
を
始
め
た
。
国
内
観
光
事
業
の
振
興
は
地
方
の
文
化
、
経
済
の
発
展
向
上
、

国
民
の
教
養
、
保
健
の
増
進
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
地
方
や
民
間
の
自
主
的
な
活
動
に
委
ね
て
お
く
だ
け
で
な
く
、

国
の
政
策
と
し
て
も
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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そ
し
て
、
昭
和
三
十
一
年
に
着
手
さ
れ
た
国
民
宿
舎
の
設
置
、
公
立
青
年
の
家
や
公
営
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
整
備
が
進
め
ら

れ
た
。
ま
た
、
国
立
公
園
及
び
国
定
公
園
内
に
、
自
然
環
境
と
の
保
全
を
図
り
な
が
ら
、
低
廉
で
清
潔
な
宿
泊
施
設
を
中
心
に

各
種
の
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
総
合
的
に
整
備
し
た
保
健
休
養
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
国
民

休
暇
村
の
建
設
も
進
め
ら
れ
た
。

　
昭
和
三
十
九
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
前
年
の
三
十
八
年
に
、
国
は
、
観
光
基
本
法
を
定
め
、
観
光
政
策
の
目
標

を
「
国
際
観
光
の
発
展
」
と
「
国
民
の
健
全
な
観
光
旅
行
の
普
及
発
展
」
と
し
た
。
ま
た
、
昭
和
三
十
八
年
、
日
本
初
の
高
速

道
路
「
名
神
高
速
道
路
」（
栗
東
─
尼
崎
間
）
が
建
設
さ
れ
、
東
海
道
新
幹
線
も
開
通
し
た
。

　
大
阪
万
博
（
昭
和
四
十
五
年
三
月
十
五
日
～
九
月
十
三
日
、
一
八
三
日
間
、
参
加
国
七
七
（
日
本
を
含
む
））
は
、「
人
類
の
進
歩
と
調

和
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
総
来
場
者
数
は
六
四
二
二
万
人
と
、
そ
れ
ま
で
の
万
博
の
記
録
を
更
新
し
た
。

　
旅
行
人
口
は
、
後
述
の
日
本
人
海
外
観
光
旅
行
と
も
あ
わ
せ
、
旅
行
会
社
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
商
品
化
の
本
格

化
と
相
ま
っ
て
増
加
し
た
。
旅
行
業
者
の
主
催
旅
行
の
増
加
な
ど
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
国
に
お
い
て
、
昭
和
二
十
七
年

制
定
の
「
旅
行
あ
っ
旋
業
法
」
を
、
大
阪
万
博
の
翌
年
の
四
十
六
年
に
「
旅
行
業
法
」
と
し
て
改
正
し
、
旅
行
会
社
に
旅
行
業

務
取
扱
主
任
者
の
選
任
を
義
務
づ
け
る
ほ
か
、
旅
行
業
約
款
の
認
可
制
の
導
入
な
ど
、
旅
行
業
者
の
行
う
取
引
の
適
正
化
等
を

図
っ
た
。

県
の
観
光
行
政

の
ス
タ
ー
ト

県
で
は
昭
和
四
十
五
年
に
「
兵
庫
県
観
光
開
発
計
画
」
を
策
定
し
た
。
基
本
方
針
と
し
て
、
観
光
需
要
の
増

大
は
自
然
か
ら
の
疎
外
や
労
働
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
人
間
性
を
回
復
し
創
造
力
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
欲
求
に

基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
県
内
の
豊
富
な
観
光
資
源
の
保
護
を
図
り
つ
つ
広
域
的
で
調
和
の
と
れ
た
健
全
な
観
光
開
発
を
推
進
す
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る
こ
と
と
し
た
。

　
具
体
的
な
観
光
地
形
成
の
対
象
と
し
て
、「
但
馬
海
岸
地
域
」（
山
陰
海
岸
国
立
公
園
）、「
但
馬
山
岳
地
高
原
地
域
」（
氷
ノ
山

後
山
那
岐
山
国
定
公
園
）、「
県
央
自
然
公
園
地
域
」（
雪
彦
峰
山
、
笠
形
千
ヶ
峰
県
立
自
然
公
園
）、「
播
磨
丘
陵
地
域
」（
播
磨
中
部
丘
陵
、

西
播
丘
陵
県
立
自
然
公
園
）、「
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
」（
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
（
播
磨
地
区
））、「
六
甲
山
地
域
」（
同
（
六
甲
山
地
区
））、

「
淡
路
島
地
域
」（
全
島
）
の
七
地
域
を
選
定
し
た
。
資
金
は
地
元
の
民
間
資
本
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
地
域
の
立
地
特
性
を

生
か
し
た
環
境
基
盤
や
利
用
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
県
民
の
余
暇
活
動
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
全
国
で
初
め
て
、
生
活
部
に
余
暇
課
を
創
設
し
、
こ

れ
ま
で
商
工
部
の
所
管
で
あ
っ
た
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
だ
。
同
年
十
一
月
に
発
表
し
た
「
県
民
の
余
暇
と
行
政
─
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
て
─
」
で
は
、「
余
暇
の
自
由
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

社
会
環
境
や
制
度
条
件
の
整
備
が
促
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
認
識
の
下
、
自

然
の
保
護
を
基
調
と
し
、
美
し
い
自
然
と
の
調
和
の
中
で
豊
か
な
余
暇
環
境
の
整
備
を
志

向
し
た
。
具
体
的
に
は
、
加
西
市
で
の
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
や
瀬
戸
内
臨
海
部
市
町
で
の

海
水
浴
場
「
県
民
サ
ン
ビ
ー
チ
」
の
整
備
な
ど
を
進
め
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
は
、
通
商
産
業
省
（
現
経
済
産
業
省
）
を
監
督
官
庁
と
す
る
余
暇
開
発

セ
ン
タ
ー
（
現
日
本
生
産
性
本
部
）
が
設
立
さ
れ
、「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
」
の
発
行
な
ど
ポ
ス

ト
高
度
経
済
成
長
期
の
国
民
の
余
暇
活
動
の
普
及
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、「
余
暇
」

は
時
代
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
美
し
い
自
然
、
明
る
い
郷
土
、
豊
か
な
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心
を
育
む
た
め
の
「
自
然
と
文
化
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
や
「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
の
運
動
を
展
開
す
る
ほ
か
、
海

洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
の
開
発
や
地
域
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
観
光
振
興
に
取
り

組
ん
だ
。

　
一
般
に
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
産
業
は
、
地
域
外
の
住
民
を
顧
客
と
す
る
産
業
で
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
を
通
じ
て
地

域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
捉
え
、
都
市
部
は
も

と
よ
り
過
疎
化
し
つ
つ
あ
る
地
域
に
お
い
て
も
産
業
の
発
展
を
図
る
こ
と
は
重
要
な
政
策
課
題
と
な
り
、
県
は
昭
和
五
十
一
年

度
に
商
工
部
商
業
貿
易
課
に
観
光
振
興
係
を
置
き
、
観
光
振
興
を
産
業
政
策
と
し
て
対
応
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
五
十
三
年
度
に
「
兵
庫
県
産
業
雇
用
構
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
観
光
を
産
業
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
、
兵
庫
観
光

連
盟
（
二
十
七
年
設
立
（
現
ひ
ょ
う
ご
観
光
本
部
））・
事
業
者
の
指
導
、
育
成
、
観
光
客
の
誘
致
促
進
に
取
り
組
ん
だ
。

兵
庫
県
と
大
阪
万
博

　
昭
和
四
十
五
年
三
月
十
五
日
か
ら
九
月
十
三
日
ま
で
の

間
、
東
洋
に
お
け
る
最
初
の
万
国
博
覧
会
が
、
大
阪
で
開

催
さ
れ
た
。
本
県
は
会
場
に
隣
接
す
る
県
と
し
て
、
中
国

縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
促
進
な
ど
の
道
路
整
備
や
宿
泊
施

設
増
築
資
金
の
融
資
枠
の
拡
大
、
宝
塚
市
内
の
万
博
関
連

住
宅
五
〇
戸
の
建
設
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

美
し
く
清
潔
で
、
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
高
い
町
を
育
て
る

こ
と
を
目
標
と
し
た
、「
万
国
博
を
迎
え
る
県
民
運
動
」

を
展
開
し
た
。

　
ま
た
、
大
阪
万
博
で
、
我
が
国
の
地
方
自
治
の
姿
を
紹

介
す
る
た
め
の
地
方
自
治
体
館
で
の
「
兵
庫
県
と
神
戸
市

の
日
」、
お
祭
り
広
場
や
日
本
の
祭
り
に
は
、
県
内
に
古
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く
か
ら
伝
わ
る
郷
土
芸
能
や
特
産
品
を
出
展
し
、
広
く
県

勢
の
概
要
を
紹
介
し
た
。
五
月
七
日
に
は
県
の
姉
妹
州
で

あ
る
「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
日
」
が
あ
り
特
別
催
物
と
し
て
デ

カ
ン
シ
ョ
踊
り
を
披
露
し
た
。

　
大
阪
万
博
に
来
訪
す
る
国
内
外
観
光
客
に
対
し
、「
観

光
宿
泊
情
報
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
で
、
兵
庫
県
の
観
光
資
源

を
紹
介
す
る
な
ど
の
観
光
客
の
誘
致
に
努
め
た
。
ま
た
、

兵
庫
県
と
神
戸
市
で
は
、
万
国
博
見
物
の
外
国
人
の
た
め

の
善
意
通
訳
を
募
り
、
国
際
親
善
の
増
進
に
寄
与
し
た
。

　
な
お
、
当
時
、
兵
庫
県
が
公
表
し
て
い
た
主
要
観
光
地

利
用
者
推
計
人
員
を
み
る
と
、
昭
和
四
十
四
年
の
神
戸
一

三
五
万
人
、
宝
塚
九
〇
万
人
、
西
宮
八
六
万
人
、
姫
路
一

七
七
万
人
が
、
大
阪
万
博

開
催
の
四
十
五
年
に
は
、

神
戸
一
四
七
万
人
、
宝
塚

九
五
万
人
、
西
宮
八
八
万

人
、
姫
路
二
二
一
万
人
と
、

大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

兵
庫
県
域
に
お
い
て
も
、

大
阪
万
博
開
催
に
伴
う
誘

客
増
加
の
効
果
が
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。

三　

海
外
旅
行
の
大
衆
化

ア
ジ
ア
の
比
重
が
高
ま
る

訪
日
外
国
人
観
光
旅
行
者

対
日
講
和
条
約
発
効
の
昭
和
二
十
七
年
の
前
後
か
ら
、
我
が
国
へ
の
入
国
外
国
人
も
次
第
に
増
加

し
て
い
た
。
国
は
、
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
宿
泊
に
適
す
る
宿
泊
施
設
の
整
備
を
図
る
た
め
二
十

五
年
に
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
を
制
定
し
、
三
十
八
年
に
は
「
国
際
観
光
の
発
展
」
も
目
標
と
し
た
観
光
基
本
法
を
制
定
し

写真 169　大阪万博で披露されたデカンショ踊り
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た
。
そ
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
に
、
国
際
観
光
地
及
び
国
際
観
光
の
整
備
方
針
（
閣
議
報
告
）
を
定
め
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

国
際
観
光
上
総
合
的
に
整
備
を
行
う
観
光
地
と
当
面
特
に
必
要
な
整
備
を
行
う
観
光
地
と
に
区
分
し
て
、
一
〇
の
周
遊
ル
ー
ト

（
北
海
道
、
東
北
、
東
海
、
中
央
、
北
陸
、
紀
勢
、
山
陽
、
山
陰
、
四
国
瀬
戸
内
、
九
州
）
と
二
の
縦
貫
ル
ー
ト
（
東
京
北
海
道
、
東
京
九
州
）

を
決
定
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、国
際
連
合
は
昭
和
四
十
二
年
を
「
国
際
観
光
年
」
と
定
め
、「
観
光
は
平
和
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
、
観
光
を
通
じ
た
人
と
人
と
の
交
流
が
国
際
的
な
相
互
理
解
を
増
進
し
、
世
界
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
世
界
に
強
く

訴
え
た
。

　
訪
日
外
国
人
観
光
旅
行
者
数
（
在
留
資
格
を
短
期
滞
在
と
す
る
入
国
外
国
人
数
）
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
昭
和

三
十
九
年
に
は
一
四
万
六
二
一
八
人
、
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
四
十
五
年
に
は
四
八
万
四
六
三
八
人
と
大
き
く
伸
び
た
が
、

翌
年
以
降
は
、
そ
の
反
動
や
石
油
危
機
の
影
響
を
受
け
伸
び
悩
ん
だ
。
そ
の
後
、
石
油
危
機
の
影
響
を
脱
し
た
昭
和
五
十
年
代

に
な
っ
て
大
幅
に
伸
び
、
五
十
一
年
に
は
四
〇
万
九
六
六
三
人
と
四
〇
万
人
台
を
回
復
し
、
五
十
七
年
に
は
一
三
四
万
五
六
九

二
人
と
一
〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
。

　
外
国
人
観
光
旅
行
者
数
を
地
域
別
に
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
（
台
湾
、
韓
国
な
ど
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
イ
ギ
リ
ス
、

西
ド
イ
ツ
な
ど
）、
北
ア
メ
リ
カ
（
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
）
の
三
地
域
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
ウ
エ

イ
ト
が
高
ま
り
（
昭
和
四
十
二
年
一
六
・
〇
％
、
五
十
四
年
三
七
・
三
％
）、
北
ア
メ
リ
カ
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
く
な
っ
て
い
る
（
四
十

二
年
六
三
・
四
％
、
五
十
四
年
三
七
・
三
％
）
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
伊
丹
（
大
阪
国
際
）
空
港
・
神
戸
港
・
大
阪
港
の
入
国
外
国
人
数
（
商
用
等
を
含
む
）
も
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
と
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同
様
に
、
昭
和
四
十
二
年
の
三
万
六
二
八
〇
人
が
、
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
四
十

五
年
に
は
一
四
万
八
八
四
人
と
大
き
く
伸
び
た
が
、
翌
年
以
降
は
、
伸
び
悩
ん
だ
。

そ
の
後
、
昭
和
五
十
年
代
に
な
っ
て
大
幅
に
伸
び
、
五
十
一
年
に
は
一
四
万
二
九
一

七
人
と
一
四
万
人
台
を
回
復
し
、
五
十
三
年
に
は
二
〇
万
八
八
五
一
人
と
二
〇
万
人

を
突
破
し
た
。
全
国
と
比
べ
て
も
、
ア
ジ
ア
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
、
昭
和
四
十
六
年

ま
で
は
概
ね
四
〇
％
台
後
半
ま
た
は
五
〇
％
台
で
推
移
し
て
い
た
も
の
が
、
四
十
七

年
に
六
〇
％
台
を
突
破
し
、
四
十
九
年
か
ら
五
十
六
年
は
、
ほ
ぼ
七
〇
％
台
で
推
移

し
て
い
る
。

急
増
す
る
日
本

人
の
海
外
観
光

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
政
府
が
自
主
的
に
旅
券
を
発
券
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
六
年
の
出
入
国
管
理
令
に
よ

り
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
の
許
可
が
不
要
に
な
っ
た
と
き
で
あ
る
。

昭
和
二
十
七
年
四
月
の
対
日
講
和
条
約
発
効
と
と
も
に
、
出
入
国
管
理
令
は
法
律
と

し
て
効
力
が
与
え
ら
れ
、
日
本
の
出
入
国
に
関
す
る
主
権
は
回
復
し
た
が
、
当
時
、
外
貨
不
足
の
我
が
国
に
と
っ
て
観
光
目
的

の
海
外
渡
航
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
貿
易
・
為
替
の
自
由
化
が
進
み
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

に
加
盟
し
て
、
経
済
先
進
国
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
同
年
四
月
か
ら
、
一
人
年
一
回
五
〇
〇
ド
ル
の

持
ち
出
し
制
限
は
あ
っ
た
が
、
海
外
渡
航
が
自
由
化
さ
れ
た
。
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日
本
人
の
海
外
観
光
旅
行
者
数
は
、
昭
和
三
十
九
年
を
境
に
急
激
に
増
加
し
た
。
海
外
観
光
旅
行
者
数
は
昭
和
三
十
九
年
の

一
万
八
九
七
〇
人
が
、
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
就
航
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
日
本
航
空
）、
東
京
─
ホ
ノ
ル
ル
間
）
し
た
四
十
五
年
に
三
一

万
九
三
二
八
人
、
翌
四
十
六
年
に
は
六
三
万
八
四
八
九
人
と
大
幅
に
増
加
し
、
四
十
六
年
に
初
め
て
、
日
本
人
海
外
観
光
旅
行

者
数
が
訪
日
外
国
人
観
光
旅
行
者
数
を
上
回
っ
た
。
そ
し
て
、
海
外
観
光
旅
行
者
数
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
一
〇
三
万
五

一
二
四
人
と
一
〇
〇
万
人
を
超
え
、
五
十
四
年
に
は
三
四
〇
万
七
五
九
六
人
と
三
〇
〇
万
人
を
超
え
た
。
ま
た
、
日
本
人
の
渡

航
者
数
に
占
め
る
海
外
観
光
旅
行
者
数
の
割
合
も
、
昭
和
三
十
九
年

は
二
〇
％
に
満
た
な
か
っ
た
も
の
が
、
年
々
上
昇
し
、
五
十
年
代
に

は
八
〇
％
を
超
え
る
水
準
と
な
る
な
ど
、
海
外
旅
行
も
大
衆
化
時
代

を
迎
え
た
。
海
外
観
光
旅
行
者
の
急
増
の
背
景
に
は
、
高
度
経
済
成

長
に
よ
る
国
民
の
生
活
の
向
上
と
と
も
に
、
通
貨
事
情
の
好
転
に
よ

る
観
光
旅
行
の
持
出
外
貨
枠
の
拡
大
、
円
の
対
ド
ル
レ
ー
ト
の
高
騰
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
普
及
に
よ
る
交
通
費
、
滞
在
費
の
低
廉
化

等
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
日
本
人
の
海
外
観
光
旅
行
者
の
目
的
地
を
地
域
別
に
み
る

と
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
（
台
湾
、香
港
、韓
国
な
ど
）、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
（
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
）、
北
ア
メ
リ
カ
（
ア
メ
リ
カ
（
ハ
ワ
イ
、

グ
ア
ム
等
）
な
ど
）
の
三
地
域
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
、
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高
い
水
準
に
あ
る
も
の
の
ア
ジ

ア
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
く
な
り

（
昭
和
四
十
二
年
六
七
・
四
％
、
五

十
四
年
五
四
・
一
％
）、
北
ア
メ

リ
カ
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
な
っ

て
い
る
（
四
十
二
年
一
七
・
六
％
、

五
十
四
年
三
四
・
二
％
）
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
な
お
、
兵
庫
県
民
の
海
外
渡

航
者
数
（
商
用
等
も
含
む
）
も
、

石
油
危
機
後
の
停
滞
は
あ
っ
た

も
の
の
、
昭
和
四
十
年
の
一
万

四
〇
七
五
人
が
、
五
十
四
年
に
は
二
一
万
三
一
八
一
人
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
男
女
の
別
を
み
る
と
、
男
性
が
男
女
合
計

の
三
分
の
二
以
上
を
占
め
る
状
況
が
続
い
て
い
た
。
女
性
の
渡
航
者
数
が
男
性
の
そ
れ
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
成
二

十
一
年
以
降
で
あ
る
。

　
戦
後
の
経
済
発
展
に
伴
っ
て
、
海
外
へ
の
渡
航
は
拡
大
し
た
が
、
当
時
の
県
民
に
と
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
身
近
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
昭
和
四
十
六
年
、
県
は
「
兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
」
を
実
施
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
友
好
訪
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問
を
通
じ
、
県
内
の
青
年
・
学
生
は
国
際
交
流
の
機
会
を
得
た
。
同
事
業
は
、
そ
の
後
も
、「
近
畿
青
年
洋
上
大
学
」
と
し
て

の
開
催
、「
ひ
ょ
う
ご
県
民
交
流
の
船
事
業
」
と
の
共
催
な
ど
を
経
て
、「
兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
海
外
養
成
塾
」
と
し
て
継
続

し
た
。
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